
「
当
美
術
館
は
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式

の
建
物
と
緑
豊
か
な
庭
園
が
調
和
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
と
し
て
開
館
し
ま

し
た
。
普
段
は
会
期
ご
と
に
異
な
る
展

覧
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
細

部
ま
で
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
に
こ
だ
わ

り
、
な
か
で
も
ア
ン
リ
・
ラ
パ
ン
や
ル

ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
と
い
っ
た
著
名
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
手
が
け
た
内
装
の
美
し
さ
は
息

を
の
む
ほ
ど
で
す
」
と
吉
田
さ
ん
。

　

建
物
の
入
り
口
に
は
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ

ク
に
よ
る
ガ
ラ
ス
レ
リ
ー
フ
扉
、
大
広

間
か
ら
大
客
室
へ
と
向
か
う
次
室
（
つ

ぎ
の
ま
）
に
は
ア
ン
リ
・
ラ
パ
ン
が
デ

ア
ー
ル・デ
コ
様
式
の
美
術
館

　

東
京
都
庭
園
美
術
館
は
、
都
会
の
一

等
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
近
く
に
ひ
っ

そ
り
と
佇た

た
ず

む
都
立
美
術
館
で
す
。
平
成

26
年
に
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
備
え
た
新
館
が
完
成
し
、
平
成

27
年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
美
術
品
を
閉
じ
込
め
た
よ

う
な
内
部
を
、
学
芸
員
の
吉
田
さ
ん
の

案
内
で
巡
り
ま
し
ょ
う
。

大広間の壁面にはウォールナット材を使用し、装飾を抑えた重厚な空間を作り出している。

建物内でもクローズアップされることの多い正面玄関のガラ
スレリーフ扉。ルネ・ラリックがデザインした１点もので、貴重な
作品といわれている。

写真提供　
東京都庭園美術館

東京都庭園美術館
アール・デコ様式で統一された

　　  藤
ふ じ

野
の

政
ま さ

史
ふ み

グローバルライフ株式会社
代表取締役
シニアライフ・コンシェルジュ
シニア世代の皆さまが楽しく、
笑顔で、遊び、学ぶ、集う会

「グローバルライフクラブ」を運営。

東京に観光名所は数あれど、
あまり知られていない
穴場スポットは数多く存在します。
そんな「都内の名処」を、
シニアライフ・コンシェルジュ
藤野政史がご案内します。
今月は、JR目黒駅の一等地に佇む

「東京都庭園美術館」に
出掛けてみましょう。
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「都内の名処」を募集中！

0120-70-0202
グローバルライフクラブ

ザ
イ
ン
し
た
白
磁
の
香
水
塔
が
鎮
座
し
、

大
客
室
と
次
に
続
く
大
食
堂
は
建
物
内

で
最
も
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
粋
が
集
め
ら

れ
た
空
間
が
広
が
り
ま
す
。

建
物
そ
の
も
の
が
芸
術
作
品

「
１
階
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
は

お
も
に
ア
ン
リ
・
ラ
パ
ン
が
装
飾
を
手

掛
け
、
部
屋
ご
と
に
異
な
る
デ
ザ
イ
ン

の
照
明
や
壁
紙
、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
な

ど
、
細
部
に
至
る
ま
で
見
所
が
満
載
で

す
。
ア
ー
ル
・
デ
コ
は
、
直
線
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
加
え
、
正
円
や
円
弧
、
連
続

的
な
波
模
様
と
い
っ
た
幾
何
学
模
様
の

モ
チ
ー
フ
が
特
徴
的
で
す
が
、
２
階
に

は
正
方
形
の
部
屋
を
円
形
に
見
せ
る
工

夫
な
ど
が
施
さ
れ
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

奥
深
い
魅
力
も
あ
り
ま
す
。
紅
葉
の
時

期
に
は
築
山
と
池
を
備
え
た
日
本
庭
園

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
と
て
も
綺
麗

な
ん
で
す
よ
」
と
吉
田
さ
ん
が
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
数
少
な
い
ア
ー
ル
・
デ
コ

様
式
の
建
物
を
舞
台
に
、
そ
の
時
々
の

展
示
を
楽
し
む
と
い
う
珍
し
い
ス
タ
イ

ル
の
美
術
館
。
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
併
設
す
る
ほ
か
、
定
期
的
に
講
座
や

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

１
日
か
け
て
優
雅
な
時
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※次回の「都内の名処」は2020年3月号に掲載予定です。

香水塔
シンボル的役割を担
い、デザインはアン
リ・ラパンによる。本
来の役目は噴水器
だが、建築当時は上
部の照明部分に香
水を施して照明の熱
で香りを漂わせた。フ
ランス海軍から寄贈
されたもの。

書　斎
アンリ・ラパンがデザインした書斎。終戦後、吉田茂
が外務公邸として７年間使用していた際には執務
室になっていた。写真の机と椅子もアンリ・ラパン
のデザイン。

東京都庭園美術館
■所在地／東京都港区白金台５-21-９
■最寄駅／JR山手線・東急目黒線「目黒駅」より徒歩

７分、都営地下鉄三田線・東京メトロ南北線「白金台
駅」より徒歩６分

■開館時間／午前10時～午後６時（入館は閉館の30
分前まで）

■休館日／毎月第２・第４水曜日（祝日の場合は開館、
翌日休館）、年末年始

■入館料／展覧会によって異なります。詳細は美術館
のホームページ等をご覧ください。

■庭園入場料／一般200円（160円）、大学生（専修・
各種専門学校含む）160円（120円）、中・高校生・
65歳以上100円（80円）

・（）内は20名以上の団体料金。
・小学生以下および都内在住在学の中学生は無料。
・身体障害者手帳・愛の手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・

被爆者健康手帳をお持ちの方とその介護者１名は無料。
・第3水曜日は65歳以上の方は無料。
・親子ふれあいデー（毎月第3土曜日と続く日曜日＜家族ふれあいの
日＞）は、18歳未満の子を同伴する都内在住の方２名まで、庭園の
入場料金が半額になります。

※展覧会のチケットをお持ちの方は、庭園にもご入場いただけます。

大食堂の照明
大食堂に飾られたル
ネ・ラリックの照明器
具《パイナップルとザ
クロ》。大食堂内に
は、食べ物や植物の
モチーフが多く見ら
れる。

洋
館
と
対
照
的
な
佇
ま
い
を
見
せ
る
日
本
庭
園
内
の
茶
室

「
光
華
」。重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、現
在
は
茶

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
行
わ
れ
て
い
る
。天
井
が
高
く
、明

る
く
開
放
的
な
造
り
が
特
徴
。
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